
　
日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員
会
の
山
口
勝
利
委

員
長
が
2
3
日
発
表
し
た
「
『
協
定
書
』
は
白
紙

に
戻
し
、
法
と
公
正
な
ル
ー
ル
に
そ
っ
た
『
法

定
協
議
会
』
の
正
常
化
を
」
と
題
す
る
談
話

は
、
次
の
通
り
で
す
。
・
　
　
　
　
　
　
　
‐
。
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官
兄

　
１
、
橋
下
徹
大
阪
市
長

と
「
維
新
の
会
」
は
、
「
維

新
独
占
」
の
「
法
定
協
議

会
」
で
、
「
大
阪
都
」
の
「
協

定
書
」
を
「
議
決
」
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
議
決
」

は
、
何
重
も
の
違
法
、
脱

法
行
為
を
重
ね
た
上
で
の

暴
挙
で
あ
り
、
何
ら
正
統

性
を
も
た
な
い
も
の
で

す
。
　
日
本
共
産
党
は
、
今
回

の
「
協
定
書
議
決
」
は
白

紙
に
戻
し
、
府
議
会
・
大

阪
市
会
各
会
派
が
公
正
に

選
ぱ
れ
た
法
定
協
議
会
へ

と
正
常
化
さ
せ
、
法
と
ル

Ｉ
ル
に
そ
っ
た
論
議
を
つ

く
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
２
、
今
回
の
「
協
定
書

議
決
」
は
、
そ
の
手
法
も
、
。

中
身
も
、
異
常
き
わ
ま
り

な
い
も
の
で
す
。

　
彼
ら
は
、
①
１
月
3
1
日

の
法
定
協
議
会
で
、
「
１

案
絞
り
込
み
」
提
案
が
野

党
す
べ
て
か
ら
反
対
さ
れ

る
と
、
】
方
的
に
会
合
を

中
断
し
、
５
ヵ
月
も
会
議

を
開
か
ず
混
乱
さ
せ
、
②

意
に
沿
わ
な
い
野
党
委
員

を
排
除
。
「
維
新
」
委
員

に
差
し
徊
え
て
「
維
新
独

点
し

　ゝ

の
ま
ま
会
合
を
開
催

③
法
定
協
議
会
の
正

常
化
を
求
め
て
過
半
数
の
会
合
を
開
き
、
強
行
し
ま
ま
す
。

議
員
が
府
議
会
・
大
阪
市
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
自
治
と
民
主
主
義

会
開
催
を
求
め
た
に
も
か
　
さ
ら
に
橋
下
市
長
ら
じ
ゅ
う
り
ん
の
ク
ー
デ
タ

か
わ
ら
ず
、
知
事
、
市
長
は
、
今
回
の
「
協
定
書
」
　
１
と
い
う
べ
き
暴
挙
に
、

｢大阪都｣構想

｛
協

｝

定
六
書
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ｌ
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フ
バ
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・
．
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．
よ
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Λ
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法
ど
公
正

」
体
」
自
大
組
枇
】
民
づ
七
づ

１
３
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■
こ
■
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；
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…

な
ル
士
ル
に
そ
づ
づ
た

日
本
共
産
党
山
口
髭
皿
の
談
話

は
法
に
違
反
し
て
開
会
し
に
府
議
会
・
大
阪
市
会
が
新
藤
総
務
相
も
「
協
議
会

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
ど
う
い
う
態
度
を
と
ろ
う
は
正
常
な
状
態
と
は
思
え

議
長
に
よ
る
招
集
が
2
5
日
と
、
「
専
決
」
も
辞
さ
ず
、
な
い
」
、
知
事
、
市
長
が
議

に
決
ま
っ
た
矢
先
に
、
急
　
「
住
民
投
票
」
へ
と
つ
き
会
を
開
か
な
い
の
は
「
明

き
よ
７
月
だ
け
で
４
回
の
す
す
む
構
え
を
見
せ
て
い
白
な
違
法
Ｄ
Ｕ
Ｑ
べ
て
い

ま
す
。
、
　
　
　
パ
　
。
市
長
は
春
の
［
出
直
し
市

　
法
定
協
議
会
が
「
維
新
長
選
挙
」
で
、
「
大
阪
市
の

独
占
」
の
茶
番
と
乞
す
も
ま
ま
な
ら
２
３
０
０
億
円

と
で
、
「
協
定
書
」
の
中
身

も
、
ま
と
も
な
議
論
に
は

耐
え
ら
れ
な
い
も
の
で

す
。
　
―
―
そ
も
そ
も
「
大
阪

都
」
の
名
称
は
、
「
協
定

書
」
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
「
特
別
区
設
置
の
日
」

は
、
い
き
な
り
「
２
０
１
５

年
春
」
か
ら
「
２
０
１
７
年

唇
」
へ
と
先
延
ば
し
さ
れ
、

ず
さ
ん
な
設
計
ぷ
り
が
あ

ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
－
財
政
問
題
で
の
破

た
ん
は
深
刻
で
す
。
橋
下

の
赤
字
、
大
阪
都
な
ら
２

９
０
０
億
円
の
効
果
」

　
（
法
定
ビ
ラ
）
と
大
宣
伝

し
て
い
ま
し
た
。
・
そ
の
ペ

テ
ン
が
批
判
さ
れ
る
と
、

　
「
財
政
効
果
な
ん
て
い
う

の
は
、
あ
ま
り
意
味
な

い
」
（
３
日
の
会
見
）
と
い

い
だ
す
始
末
で
す
。

「
区
割
り
」
は
、

い
う
案
が
、
何
の
住
民
討
者
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

論
が
な
い
ま
ま
に
提
案
さ
　
事
態
の
解
決
の
た
め
に

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
は
、
法
定
協
議
会
を
正
常

　
３
、
橋
下
市
長
と
「
維
化
し
、
こ
れ
か
ら
の
大
都

新
の
会
」
は
、
今
回
の
暴
挙
市
大
阪
の
あ
り
よ
う
に
つ

で
い
よ
い
よ
み
ず
か
ら
の
い
て
、
公
正
で
、
堂
々
と

墓
穴
を
掘
っ
て
い
ま
す
。
し
た
論
議
を
つ
く
す
こ
と

　
　
「
法
定
協
議
会
」
の
貝
で
す
。
わ
が
党
は
、
橋
下

常
事
態
に
た
い
し
、
政
治
市
長
と
「
維
新
の
会
」
が
、

的
な
立
場
を
こ
え
て
き
び
暴
挙
を
撤
回
・
中
止
す
る

し
い
批
判
が
わ
き
お
こ
っ
　
こ
と
を
、
き
ぴ
し
く
求
め

て
い
ま
す
。
わ
が
党
が
４
ま
す
。
い
ま
の
よ
う
な
や

日
発
表
し
た
声
明
に
も
と
勺
方
で
の
「
大
阪
都
」
＝

づ
き
申
し
入
れ
、
懇
談
し
　
［
大
阪
市
廃
止
］
構
想
を

た
府
内
各
市
長
か
ら
も
、
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
一
点
で

一
様
に
「
あ
ま
り
に
も
強
共
同
を
広
げ
、
地
方
自
治

権
的
」
「
地
方
政
治
は
首
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め

長
と
議
会
の
双
方
で
成
り
に
、
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
　
そ
し
て
、
き
た
る
べ
き

り
、
議
会
を
軽
視
す
る
や
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
に
向

り
方
は
、
あ
り
え
な
い
」
　
け
、
暴
挙
を
重
ね
る
橋
下

と
声
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
市
長
と
「
維
新
の
会
」
に

す
。
あ
ま
り
に
も
乱
鵬
な
　
「
退
場
」
の
審
判
を
下
す

や
り
方
に
「
維
新
の
会
」
　
た
め
に
、
総
力
を
あ
げ
る

内
部
か
ら
も
新
た
な
離
党
も
の
で
す
。

桐
下
市
長
石
の
「
鶴
の
一

声
」
で
「
湾
岸
区
」
を
つ

く
り
、
「
住
之
江
区
」
を
二

’
つ
に
分
け
る
こ
と
な
ど
が

　
「
議
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
2
4
区
は
な
く
さ
な
い
」

と
い
う
ペ
テ
ン
を
と
お
す

た
め
に
、
い
ま
の
「
区
名
」

を
「
町
名
」
の
頭
に
冠
す

る
（
た
と
え
ば
・
「
天
王
寺

区
空
堀
町
」
を
「
中
央
区

天
王
寺
空
堀
町
」
に
）
と
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